
平成15年度

研 究 紀 要

(第675号)

Ｇ９－０２

語彙力を育てる英語科学習指導

本研究は，基礎的・実践的コミュニケーション能力に結びつく語彙力を

育てる学習指導法の工夫・検証を行ったものである。その結果，計画的な

学習語彙の選択と，現物・ゲーム・絵などを使った音声からの導入を基本

にすえた学習指導を，「一定の間隔」をおいて「繰り返し」行なうことに

よって，実際のコミュニケーションの場で使える語彙力が育っていくこと

が明らかになった。
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第�章 研究の基本的な考え方

１ 主題設定の理由

日本人がその技術や特技などを生かし，世界

各国で仕事や生活をしたり，また，国際的な会

議や交流の場で発言したりする機会が年々増え

てきている。その際，英語を使ってコミュニケ

ーションを図ることは当然必要なこととみなさ

れており，英語を使って自分の意志を伝えるこ

とのできる日本人の育成が求められている。英

会話スクールや英語に関する出版物など，英語

学習に関する支出は昨年度，３兆円にものぼっ

たと言われている。日本人の「英語熱」は高ま

りをみせている。また，文部科学省は，「英語

が使える日本人の育成」のための行動計画を発

表し，英語科教育の改善の目標や方向性を明ら

かにしようと取り組んでいる。

このような現状を踏まえ，中学生の段階では

英語を使って「基礎的なコミュニケーション能

力」を身に付け，自分の身近なことや考えを表

現し，また相手の意思を理解する能力を身につ

けることが必要とされている。

しかし，現状は英語を使ってコミュニケ－シ

ョンを図る場面では十分にコミュニケーション

を図ることができない，とっさに使いたい英語

が思い浮かばず，とまどってしまうという意見

が多い。

生徒のアンケートでは，「英語科学習の中で，

興味を持っていることは何ですか」という質問

に対しては，「英語で日常会話をできるように

なること」という回答が最も多かった。次に多

かったのは「高校入試に役立つ英語の力を身に

つけること」であった。一方，「英語科学習の

中で，苦手なことは何ですか」という質問に対

して，「単語や英文を覚えること」という回答

が最も多かった。次に多かったのは「単語や英

文を英語らしく発音すること」「単語や文など

の英語を書くこと」という回答であった。これ

らのことから，単語を覚えたり書いたりするこ

とに苦労している生徒はかなり多いと言える。

しかし，生徒が最も力をつけたいと思っている

「英語で日常会話をできるようになること」，

いわゆる基礎的・実践的コミュニケーション能

力をつけるために，語彙学習は最も基礎・基本

となる重要な学習である。

以上のことから，本年度は生徒の語彙力を育

てる学習指導法を研究し，実際に効果をあげる

ことを目指したい。

資料－１ 生徒のアンケート

ア：英語で日常会話をできるようになること

イ：高校入試に役立つ英語の力を身に付けること

ウ：英語らしい発音を身に付けること

エ：英語を聞いて理解できるようになること

自分の伝えたい事を英語で表現できるようになることオ：

カ：英文を読んで意味を理解できるようになること

キ：英文を音読できるようになること

ク：英文法を理解できるようになること コ：その他

ア：単語や英文を覚えること

イ：単語や英文を英語らしく発音すること

ウ：英語を聞くこと

エ：単語や文などの英語を書くこと

オ：英語を使って会話すること

カ：英語の文法 キ：英語を読むこと

ク：英文の意味を理解すること ケ：その他

英語学習の中で、苦手なことは何ですか？

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ

２２８人中
A 中学校１年
生１２４人　
B 中学校１年
生１０４人

人数

英語科学習の中で、興味を持っていることは何で
すか？

0
1 0
2 0
3 0
4 0
5 0
6 0
7 0
8 0
9 0
1 0 0

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ

２２７人中
A 中学校１年
生１２４人　
B 中学校１年
生１０４人

人数
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２ 主題についての基本的な考え方

(1) 語彙とは

語彙とは，ある一つの語彙体系で用いられる

単語の総体である。

(2) 語彙力とは

語彙力とは，一般的には，語彙の総量，つま

り，どのくらいの数の単語を知っているかを意

味すると考える場合が多い。本研究では，語彙

力を語彙知識の総量ととらえる。

３ 研究の目標

「基礎的・実践的コミュニケーション能力」

を伸ばすために，語彙力を育てる学習指導法を

究明する。

４ 研究の仮説

語彙の導入と定着方法を次の�から�の順番

� 興味・必要性の喚起

� 現物等の提示

� モデル発音の提示

� 発音の練習（発音の模倣）

� スペリングの提示

� スペリングの練習

� 用法の説明

� 単語を用いた自己表現練習

で行うことを基本に据え，内容や，回数に留意

して，繰り返し指導を行うことによって，実際

のコミュニケーションに生かすことのできる語

彙力が育つであろう。

５ 研究の内容

(1) 学習する語彙の選択について

中学校学習語彙900語だけでは, コミュニケー

ション活動には結びつけられない場合もある。

そのためには, 教科書を膨らまし, 生徒にさら

に多くの単語に触れさせる必要がある。したが

って, それ以外の語彙をどう選択して生徒に教

えるかがコミュニケーション能力の育成にとっ

て非常に重要である。中学校の段階では, 下記

のような視点に立って学習語彙を選択する。

ア 基本語

○ 教科書の単語の中で「中学校学習指導要

領」に示されている900語（資料「英語基本語

一覧」参照）

イ 追加して学習する単語・連語

○ 日常的な単語・連語

教科書には出ていないが, 日常的に頻繁に使

われ自己表現に必要だと思われる単語・連語

○ 生徒の望む単語・連語

生徒が自ら知りたいと要望してきた単語・連

語や要望するだろうと思われる単語・連語

(2) 語彙の指導方法についての工夫

(1)で述べた方法で選択した単語・連語を, 生

徒にとって単なる知識で終わらせず, 実践的コ

ミュニケーションに使えるようにするためには,

指導方法の工夫が必要である。基礎的・実践的

コミュニケーション能力に結びつくための語彙

指導法の大きな柱を次の２つと考える。

ア 視覚的教材を使った音声からの導入

語彙指導においては, フラッシュカードを使

い, 発音の練習と意味の確認を行い,（プリント

で書く練習をすることもあるが宿題として家庭

学習になることもある。）次の時間に単語テス

トという指導方法が多い。アンケート結果から

も, 単語を覚えることを苦手としている生徒が

多いことがわかる。単語が発音できない, また

書けないことで英語学習の意欲をなくしている

生徒がいる。この原因は, 生徒が英語の綴りは,

表音文字であるということを理解していないか

らである。したがって, 語彙の指導方法は, で

きる限り音声から導入し, その発音を文字にか

えるという指導方法が望ましい。そこで, 次の

ような指導方法の例が考えられる。

○ 名詞・形容詞・前置詞…絵や写真を活用

・コンピューターのインターネット

・デジカメで撮った写真

・イラスト集

○ 動詞・副詞…ジェスチャーゲームや連想ゲ

ームなどを活用
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基礎的・実践的コミュニケーション能力

語彙力の育成

繰

り 定
間隔をあける

返

し
着

学

習
間隔をあける

導

入

学習語彙の選択 生徒の実態

・教科書の語彙 ・生徒の望む語彙 ・視覚的な教材に興味を示す

・日常的な語彙 ・単語が苦手な生徒が多い語彙力

意味 スペリング 発音 用法 結びつき
meaning spelling pronunciation usage collocation

図‐１ ＜ 研究の構想図 ＞

� 単語・連語を用いた自己表現練習
� 用法の説明
� スペリングの練習
� スペリングの提示
� 発音の練習（発音の模倣）
� モデル発音の提示
� 現物等の提示
� 興味・必要性の喚起

ス
テ
ッ
プ
１

� 単語・連語を用いた自己表現練習
� スペリングの練習
� 発音の練習
＊生徒の実態に応じて活動項目を決定

ス
テ
ッ
プ
２

� 単語・連語を用いた自己表現練習
� スペリングの練習（確認テストを含む）
＊生徒の実態に応じて活動項目の決定

ス
テ
ッ
プ
３

語彙学習の指導方法
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イ 繰り返し

語彙の定着を図るには, 研究の構造図のステ

ップ１�～�の学習を最低３回程度繰り返すこ

とが必要である。ただし, ステップの学習内容

についてはステップ１�～�の学習をすべて行

うのではなく，ステップ２, ステップ３と繰り

返すにつれ, 生徒の学習段階に応じて内容を削

除し指導する。また, 生徒の習熟度に応じて繰

り返しを増やすことが望ましい。

６ 語彙学習と語彙指導

(1) 語彙学習とは

語彙学習の重要性は1970年以降再認識される

ようになってきた。特にコーパスが英語教育へ

利用されるようになってからは，語彙の重要性

をその使用頻度順に置き，より効率的な語彙学

習の研究が進められている。英語によるコミュ

ニケーションを図る能力の養成という英語教育

の目標の視点から見れば，語彙学習は何よりも

先んじて行なわなければならないものである。

それは が述べたように，『文Wilkins (1976)

法を学ばずにコミュニケーションを図れること

はほとんどないに等しいが，語彙を学ばすにコ

ミュニケーションを図れるものは全く無い』か

らである。

日本の中学校における英語教育で行なう語彙

学習では，学習内容を明確にし，どのような語

彙をいくつ，どのような方法で学習すれば効率

が良く，また定着度も高いかを考えなければな

らない。

語彙学習において必要とされる語彙知識につ

いて， は次の８項目を挙げていNat ion (1990)

る。

・ 語彙の意味を知ること

・ 語彙の表記（スペリング）を知ること

・ 語彙の発音を知ること

・ 語彙の用法を知ること

・ 語彙と語彙の結びつきを知ること

・ 語彙の使用域を知ること

・ 語彙の派生語を知ること

・ 語彙の使用頻度を知ること

上記の８項目の語彙知識を全て学習できるこ

とが理想的であることは言うまでもないが，実

際の授業の中で新出語彙のこれら全ての項目を

生徒が常に学べるような指導を行なうことは難

しい。最初の５項目までは新出語彙の学習時に

学習するべき内容であると考えられるが，残り

の３項目は学習を進行する中で徐々に学習させ

ていく類の知識内容であろう。

次に学習する語彙の選択の問題であるが，

は選定基準として次の７項目をHowat t (1984)

挙げている。

・ 使用頻度

・ 文法構造上の重要性

・ 普遍性（地域性の強い語彙を避ける）

・ 一般性（特定の分野に限られていない語

彙）

( )・ 辞書用語 辞書作成で使用されている語彙

・ 連語能力の高い語彙

・ 文体（スラング等は避ける）

F r a n cis a n d Ku cer a ,近年のコーパス研究(

では，使用頻度の高い 語は英語圏1982) 2,000

で使用されている英語の約80パーセントを占め

ていることから，初心者では 語程度を目2,000

安に教育するのが適当であるという考え方があ

る。知らない語彙があっても推測により意味が

わかるためには，テキスト全体の95％程度の語

彙を知っていなければ難しいことを考慮すれば，

全体の ％を網羅する語彙数は約 語95 15,000

程度となる。しかし，10代向きに書かれている

英語小説では使用頻度の高い約 語が使用3,000

されている英語の95％以上を占めることになる

ので，外国語として学習するのに適当な語彙数

を2 ～3 語とする考え方もある。,000 ,000

( ）Hirsh and Nat ion , 1992

また，使用頻度の１位～100位までの語彙が，

使用されている英語の全体の約50パーセントに

当たることがわかっており，しかもそれらの語

彙のほとんどが機能語であることもわかってい
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Nat ion and War ing,1997)る。(

Basic EnglishI.A. Richards (1947) は850語を

として提案したが， は，これらNat ion (1983)

の 語には の異なる意味があると述850 12,425

べている。一方，スピーキングやライティング

による自己表現に必要な語彙はリスニングやリ

ーディングに必要な語彙とは比較にならないほ

ど高度な語彙を要することが指摘されている。

(Nat ion , 1990)

現在，中学校の学習指導要領では，機能語

語のみが記載されており，３年間で学習す100

るべき語彙数は，それら 語を含む900語程100

度と規定されている。これは生徒が学習する語

彙の選択が検定教科書編集者や教師に委ねられ

ていることになり，選択の範囲が広がった反面，

選択された800語が検定教科書によって異なるこ

とも意味している。また，教科書に使用された

語彙の全てが，使用頻度の高い順に選択されて

いるとは考えられない。なお，学習指導要領で

記載されている100語は，ほとんどが機能語で

あるため音声や文字による認識は比較的簡単で

あるが，その用法や他の語彙との結びつきなど

は多様である。そのため繰り返し用法を学習す

ること，前出の用法との比較対照することや結

びついた語彙と共に学習することが重要となる。

実際の授業での語彙学習では，教科書で使用

されている語彙であっても，使用頻度によりぜ

ひ定着させたい語彙と重要性が低い語彙を区別

しながら学習をすすめてゆくことも考えなけれ

ばならない。いずれにせよ生徒の持つ母語の語

彙数に比べると，授業で学習する英語の語彙数

は極端に少ないので，生徒が知りたいと望む語

彙があれば，例えテキストで使用されていない

語彙であっても，教師が学習支援を行ない，そ

の語彙を用いて自己表現できるように導くこと

が大切である。特に日常的に目に触れる物や状

態，動作を示す語彙はなるべくたくさん知って

おいて欲しいものである。

(2) 語彙学習指導

語彙学習指導を行なう際，まず前提として次

の５項目を生徒に教えておかねばならない。

・英語圏の文化と日本の文化の違いにより，

ある単語の持つ意味の範囲とそれに相当す

る日本語の持つ意味の範囲は異なることが

あること

・英語の場合，１つの単語に複数の意味があ

る場合が多いこと，また１つの意味を表す

のに，複数の語彙があること

・英語の発音には日本語にない発音が含まれ

ていること

・英語の場合，文字と発音が一致しない場合

が多いこと

・英語の発音は強勢の有無により，同じ語で

も異なる発音がなされること

これらの点は教師にとっては当たり前のこと

であるが，中学校で初めて正式に英語を学習す

る生徒にとって，知っていなければ学習する上

で大きな混乱を招く原因となるので，常に新出

語彙の学習の際には，生徒が意識できるように

なるまで留意させる必要がある。

ァ 語彙の導入指導の考え方

語彙学習指導に当たって語彙の意味と発音と

用法 文法 をバランスよく指導することが重要( )

であることは当然のことであるが，それを具体

的にはどのように実施したらよいかが実際の教

育現場ではより差し迫った課題である。太田垣

( は新語の導入順序の変更を提案している。1999)

一般にわが国で行なわれているのは次の順

番である。

� 英語のスペリング→発音→意味→練習

これを入門期の学習では�のような自然な言

語習得順序に改善した順序を提案している。

� ゲーム，連想等によりその語彙の必要性

や語彙に対する興味を喚起する→現物等の

提示→発音→発音の模倣→スペリングの

提示→書く練習→その語彙の働きの説明

さらに中級レベルでは既習の学習内容を利用

して学習者の推測能力を活用することの重要性

を強調している。

実際の教育現場では，時間の制約や語彙の性
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質により現物提示の困難性があるため，効率性

とより高い学習効果を狙い，�と�の方法を臨

機応変に使用するのが良いと思われる。さらに

欲を言えば，学習した語彙を用いて簡単な自己

表現を行なう練習ができることが望ましい。

ィ 語彙の定着指導

一度導入した語彙を定着させることも重要な

語彙学習指導の内容である。繰り返し学習する

ことで定着を図る以外，定着方法はないのでは

あるが，より定着率の高い繰り返し学習方法が

(1997)あればそれに越したことはない。竹蓋

はヒヤリングの向上が他のスキルの向上に一番

大きな相互作用を与えることから，３ラウンド

制ヒヤリング指導理論を構築した。これはタス

ク学習行う過程で，少なくとも９回は同じ素材

を繰り返し聞きくことになるように仕組まれた

学習指導法であるが，その繰り返しは連続的に

同じ素材を繰り返して学習するのではなく，最

初のラウンドでは大まかな内容を理解するタス

ク学習を，やや間隔を置いて２ラウンド目に詳

細を理解するタスク学習を，さらに間隔をおい

て３ラウンド目では言語以外の話者の意図や要

旨，感情や態度を理解するタスク学習へと進む

指導理論である。つまり，バリエーションのあ

る繰り返しと繰り返しの間に間隔を置くことが，

定着度を高め，より効率的であることを示した。

実際の中学校の教育現場では，新しい表現，

文型や文法事項の導入の際に既習語を繰り返し

駆使することにより，何度もバリエーションを

伴った語彙の繰り返し学習が可能である。また，

繰り返して学習する語彙の提示はやや間隔をお

いた方がより定着率が向上するのであれば，そ

のように既習語彙の提示するタイミングの工夫

も可能である。つまり，教師はどのような語彙

をどのような文法事項や表現の学習時に繰り返

し用いて学習させることができるかをあらかじ

め検討し，例文を示すのに用いる語彙や練習問

題やタスク学習に使用する語彙を準備しておけ

ばよい。このようにして，単純な繰り返しによ

る暗記学習ではなく，変化と間隔を置いた繰り

返し学習により，生徒は自然に何度も既習語彙

を用いた表現に接する事となり，語彙の定着が

図れるであろう。このような変化を伴う既習語

彙の繰り返し学習は，既習語を用いた自己表現

にまでに発展させることが容易にできるため，

生徒の実践的コミュニケーション能力を伸ばす

原動力ともなる。

まとめ(3)

語彙学習は英語のコミュニケーション能力を

養成する上で最初に行なわれる必要なスキルの

取得のための学習である。もちろん知っている

語彙数は多ければ多いほどコミュニケーション

を図る上では良いのではあるが，学習の効率性，

生徒の学習に対する興味関心の持続性，母語の

語彙数との格差等を常に考慮しながら指導語彙

を選択し，より楽しく，定着性を高め、しかも

生徒の知的好奇心を満足させるような語彙導入

の指導方法と繰り返し学習による定着の指導方

法を工夫することが必要である。

（久留米工業大学助教授 山内ひさ子）

第�章 研究の実際とその考察

１ Ａ中学校１年生

(1) 生徒の実態

本学級の生徒（男子１７名，女子１６名）は

他の１学年の学級と比べると，落ち着いた学級

である。英語学習に対しても, 授業態度もとて

も良く, 真面目に取り組んでいる。しかし, 英

語に興味は持っているのだが, 英語を話すこと

に慣れておらず, 恥じらいもあり, 発音練習な

どの時には声が小さくなり消極的な場面も見受

けられる。また，生徒の中には, 英単語を覚え

ることに苦労している生徒もおり, 語彙力を伸

ばすことが必要と思われる。

(2) 語彙学習指導の実際

次のように学習する語彙の選択と語彙学習計

画を立て, 検証授業を行った。

次のページ(4)語彙学習計画が示すように，目



英－7

標文（言語材料）が名詞を学習することに適し

たものである。ここでは, 動物の単語を取り上

げ学習することにした。さらに，生徒の要望と

使用頻度が多いと思われる動物の単語を追加し

て学習する単語として取り上げた。

学習する単語の選択については，重要度の高

い語と理解程度にとどめる単語とを考慮し指導

する。下記の表のア基本語をしっかり身に付け

させることに留意する。イ追加して学習する単

語については，教科書には出てきてはいないが，

日常よく耳にし，知っておいた方がよいと思わ

れる単語を目標文の練習に必要な数も考慮し，

10単語選択した。今回の動物の単語は，理解語

彙として定着させることを第一の目標とし，ス

ペリングの提示・練習はするが，必ずしも表現

語彙として自由に書けるところまでは目標とし

ない。

（注）理解語彙：listening,readingなど，文字

通り言語を理解するときに用いられる語彙

表現語彙：speaking,writingなど，言語

を表現するときに用いられる語彙

(3) 学習する単語

dog(Let's start 3)基本語

)lion(Let's start 3

animal(Program12-2)

cat snake ant追加して学習

rabbit elephantする単語

giraffe monkey

penguin panda spider

(4) 語彙学習計画

Program 4ステップ１ 単元

Check and Use<導入>

目標文 名詞 do you see?How many

Program ７ステップ２ 単元

Section 3<定着>

目標文 do you say-in English?How

Program 9テップ３ 単元

Section 3<定着>

目標文 is-?Where

(5) 検証授業

ア ＜検証授業1（9月実施）＞

(ァ)題材名

Program４ 同じこと、違うこと

(ィ)本時の指導

まず始めに，動物の絵を描いたカードを使っ

て，画用紙を切り抜いた物をその上にのせ，動

物の絵が全部見えないように隠して，生徒にど

んな動物なのかを想像させる連想ゲームを行っ

た。（ステップ１�，�）その後，カードの動

物の絵を見せながら発音の練習を全員で行った。

（ステップ１�，�）さらに，動物の単語と目

標文のHow many ～?の文を使ってペアで質問を

作り，クイズを出し合う自己表現練習を行った。

（ステップ１�）最後に黒板に動物の絵を貼り，

その横にスペリングを書き，それぞれのプリン

トに練習をさせた。（ステップ１�，�）本時

の目標文は，口頭で言いながら意味や用法が理

解できやすいものであったので，書くことは最

後に行うことにした。（ステップ１�）

資料－2 学習指導案（検証授業１）

 資 料 ‐   学 習 計 画  
過 程     学 習 内 容 ・活 動  教 材  指 導 の 留意 点    評 価 の観 点  形 態  配 時 

１ ． 英 語 で 挨 拶 を す る 。  
 
２ ． 簡 単 な 会 話 を す る 。  
            

３ ． 本 時 の 目 標 を 確 認 す  
 る 。  
   検 証  

４ ．動 物 の 英 語 を 絵 カ
ー   ド を 使 っ て 練

習 す る 。  
・ L o o k  a t  t h i s  ca rd . 
・W h a t  i s  t h i s  a n i m a l ? 

・ It ’s  a  ~ .           

  

 
  
 

 
�  
 

 
�  
 
 
 
 

 

 
 
導  

 
 
 

入  

 
５ ． 新 出 文 型 を 理 解 し 、  

 発 音 練 習 を す る 。  
  ・H o w  m a n y  複 数 形 d o   

   y o u  se e～ ？  
  ・ I  se e   数 字  動 物 . 

 
�  

・ 大 き な 声 で と 呼  
び か け る 。  
・ テ ン ポ 良 く お こ  

な う 。  
・ わ か り や す く 言  
う 。  
         

・ 絵 は 半 分 隠 し て 見
せ 、 生 徒 に 連 想 さ せ
る よ う に す る 。  
 
 

 
 
・ 日 本 語 で の 説 明 は

、 極 力 避 け 英 文 の 意
味 を 想 像 さ せ る 。  

  

        
        
        

        
        
        

・ 単 語 学 習 に 積 極
的 に 参 加 し 、 単 語
を 発 音 し な が ら 覚
え よ う と し て い る
か 。  

 

全 員  

 
個 人  

 
全 員  

 
全 員  

 
 
 
 
 

 
全 員  

１  
 
３  

 
１  
 

 
６  
 
 
 
 

 
 
 

６  

 
展

 
 
開  

５ ． 動 物 の 単 語 を 使 い な が
ら 、 先 生 の ク イ ズ に 答 え

る 。  

 
 例・H o w  m a n y  c a t s  d o     

      yo u  s e e ?  

  ・ I  s e e  数 字  c a t s . 
 

６ ． ペ ア を つ く る 。  
           ７
． ５ ． の 活 動 で 使 っ た プ リ

ン ト 見 な が ら ペ ア で H o w  m

a n y  を 使 っ た 質 問 を 考 え 発
表 す る 。  
 ルー ル  
 � 全 員 立 つ 。質 問 を 考 え 前で 発 表 し  

 た グ ル ー プ は座 る こ と が でき る 。  
 � 質 問 に 答 えた グ ル ー プ が次 の 質 問  

 者 に な る こ と がで き る 。      

８ ．動 物 の 単 語 と 新 出 文    

  型 を 書 く 練 習 を す る 。  

�  
 

 
 
 
 
 
�

 
�  
 

 
 
 
  
 
 

 
 
 

�  

・ 何 回 も 言 わ せ 定  
着 を 図 る 。  

・ 覚 え た 動 物 の 単 語
を き ち ん と 使 っ て い
る か 確 認 し な が ら 行
う 。  
 
・ く じ を 使 い 、 動 き

を 入 れ る こ と で 活 発
な 活 動 の 雰 囲 気 を つ
く る 。  

・  ペ ア が で き て い
る か 確 認 を す る 。 

・  ル ー ル を 明 確 に
伝 え る 。  

・  グ ル ー プ の 全 員
で 質 問 を 発 表 す

る よ う に す る 。  

・  全 員 書 け る よ う
に 支 援 す る 。  

 

・ 覚 え た 新 し い 英
語 表 現 と 動 物 の 単

語 を 積 極 的 に 使 お
う と し て い る 。  

個 人  
全 員  

 
 
 
 
 
個 人  

 ペ ア  

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
個 人  

６  
 

 
 
 
 
 
３

  
1 5  
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 

８  

ま
と
め  

９ ．次 時 の 予 告 を 聞 き 、   

 終 わ り の 挨 拶 を す る 。  
 ・  終 わ り と い う 雰

囲 気 を 作 る 。  

 

 全 員  １  
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(ゥ）考察

導入時に連想ゲームを取り入れたことは，生

徒の単語に対する興味を高めることができたと

思う。絵を使った発音からの導入で, 単語を覚

えることを苦手としている生徒も学習に不安を

感じることなく取り組んでいる姿が見られた。

動物の単語は，日常よく耳にする単語であり，

生徒の興味を引きつけることができた。また，

それらの語をまず始めに学習したことで，その

後の目標文の理解や自己表現活動をスムーズに

行うことができた。書くことに関しては，必ず

しもすべての単語を書くことができるようにな

ることを目標にはしていなかったが，最後にス

ペリングの提示をし練習を行った。しかし，こ

の時間内では，まだ不十分であった。（資料‐

３，４，５）

資料‐3 生徒のアンケート

○１０個の単語のうち何個覚えることができ

ましたか？（書くことも含む）

覚えた単語の 回答者数

数（10個中） ２８人

０個 １人

１個 ０人

２個 ２人

３個 ３人

４個 ４人

５個 ４人

６個 １人

７個 ３人

８個 ５人

９個 ２人

１０個 ３人

資料‐４ 生徒の感想と授業中の様子

資料‐５ 生徒の学習プリント
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イ＜検証授業2（11月実施）＞

(ァ)題材名

Program７ タコマの牧場で

(ィ）本時の指導

動物10単語の学習については,２回目である。

前回学習した単語を発音できるか, 書けるか,

生徒に前回と同じ動物の絵を載せたプリントを

配り各自で確認を行った。そして，書けなかっ

た単語をプリントの中に練習させた。

その後, How do you say 動物 in English?

の文を使いながら，発音・スペリングの確認と

発音練習を行った。（ステップ２�，�）さら

に，２人のグループをつくり, お互いに尋ねあ

うという自己表現練習を行い，目標文と単語の

定着を図った。（ステップ２�）

(ゥ）考察

単語の発音は, 前回よりもスムーズに言える

ようになった。ステップ１とステップ２との間

隔が約２ヶ月あいているので忘れている単語も

あったが，以前学習した単語の繰り返しと言う

ことで，思い出すことも早かった。本時のさら

なる練習で，より定着が図れたと思う。目標文

を使ってお互いに尋ねあうという自己表現練習

の中でも，動物の単語を使いながら英文を言え

るようになった。しかし, 生徒のプリントから

わかるように，書くことは定着が遅く練習が必

要であることがわかる。（資料－６，７）

ウ＜検証授業3（1月実施）＞

(ァ)題材名

カードをもらってうれしいなProgram９

(ィ）本時の指導

各自，動物の絵のプリントで何個発音できる

か，また何個書くことができるか確認させた。

その後，前回での学習で書くことが定着してい

ないことがわかったので，書く練習に時間をと

り定着を図った。（ステップ３�）同時に，本

時の目標文であるWhere is ～?の文を動物の単

語を使いながら各自作り発表しあった。（ステ

ップ３�）

資料－６ 生徒のアンケート

○１０個の単語のうち何個発音できましたか，また

書くことができましたか？ 学習生徒３０人

書くことができた人数単語の数 発音できた人数１０個中

０個 ０人 １人

１個 ０人 ３人

２個 ０人 ８人

３個 ０人 ０人

４個 ０人 ３人

５個 ０人 １人

６個 ３人 ３人

７個 ３人 ２人

８個 ０人 ４人

９個 ７人 ３人

１０個 １７人 ２人

資料－７ 生徒の学習プリント
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(ゥ）考察

同じ単語を３回学習したことによりほとんど

の生徒が８～９個の動物の単語を言えるように

なった。「また繰り返すのか」という発言もあ

ったが，自信もうかがえた。Where is ～?を使

った言語活動でも活発に発言する姿勢が見ら

れた。しかし，生徒のアンケートから書くこと

の定着がまだ十分でないことが明らかになった。

（資料ｰ８，９）

資料－９ 生徒のアンケート

○１０個の単語のうち何個発音できましたか，ま

た書くことができましたか？ 学習生徒２９人

書くことができた人数単語の数 発音できた人数１０個中

０個 ０人 ２人

１個 ０人 ２人

２個 ０人 ５人

３個 ０人 ６人

４個 ０人 ４人

５個 ２人 ２人

６個 ０人 ３人

７個 ０人 ２人

８個 ３人 ２人

９個 ５人 ０人

１０個 １９人 １人

資料－８ 授業の様子

２

２ Ｂ中学校１年生

(1) 生徒の実態

本学級の生徒は（男子１８名，女子１６名）

声を出して英語の発音をしたり，歌を歌ったり

することは得意である。また，ＡＬＴが来校し

た際は，知っている英語をつなぎあわせ，積極

的にコミュニケーションを図ろうとする姿も見

られる。しかし，既習の語彙や表現では気持ち

を十分に伝えることができないことが多い。

また，英語を書くことを特に苦手としている

生徒が多く，定期テストなどの成績はあまりよ

くない。また，家庭学習が不足している生徒も

多く，定期テスト前を除き，家庭では全く学習

していないと答えた生徒が全体の40％もいるの

が現状である。

(2) 語彙学習指導の実際

生徒の実態から，以下に示すコミュニケーシ

ョン活動に使える語彙を身につけることに重点

を置いた。

○ 教科書にない語彙でも，生徒の学習段階に

見合ったもので，なおかつ使用頻度などにお

いて必要性が感じられるものであれば積極的

に学習させる。

○ 学習の際は，理解語彙と表現語彙の区別を

明確にする。

○ 繰り返し学習することで語彙の定着を確実

なものにする。

(3) 学習する連語

play tennis(3-1) study English(4-3)

go to school(6-3) go to bed(CandU4)基本語

watch TV(CandU4) read a book(CandU4)

get up have breakfast追加して学習

have lunch have dinnerする基本語

(4) 語彙学習計画

ステップ１ 単元 Program ６

Kenny playing tennis.＜導入＞ 目標文

ステップ２ 単元 Program ８

Nancy likes oranges.＜定着＞ 目標文

ステップ３ 単元 Program ９

I played tenns last Sunday.＜定着＞ 目標文
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(5) 検証授業

ア＜検証授業１（10月実施）＞

(ァ) 題材名

Program６ 同じこと、違うこと

(ィ）本時の指導

生徒にとって身近な中学生の一日の生活を表

すための動詞を，資料－10のような絵や，ジェ

スチャーを使って提示し，何をしているのかを

答えさせた。（ステップ１�，�）それらの動

詞は中学校1年生のこの時期に学習すべき基本語

として取り扱われているわけではないが，生徒

の学習段階に見合った連語であり，使用頻度な

どにおいて必要性が感じられるものである。

資料－10 行動を表現している絵

その後，それらの動作を表す動詞を教師がジ

ェスチャーで示し，それに続けて生徒が繰り返

し，発音練習を行った。（ステップ１�，�）

さらに，それらの動詞の用法を例文を提示し

ながら説明し，（ステップ１�）それらを用い

て主語を変えながらオーラルでのドリル練習を

行った。（ステップ１�）

最後に副教材のワークを用いて，本時の学習

内容のまとめを行った。

（ゥ）考察

発表分析，生徒のアンケートの結果から，資

料－11のような結果が得られた。

Delicious!

資料－11 生徒のアンケート集計結果�

１．10個の動詞の意味をどれくらい覚えましたか。

９個以上・・・・・３０人

７～８個以上・・・ ３人

６個以下・・・・・ ０人

２．10個の動詞の発音ができるようになりましたか。

ほとんど完璧・・・３１人

少し自信がない・・ ２人

今回の授業で目標にしていた連語の意味とそ

の発音を覚えることは，ほぼ達成できたと言え

る。しかし，時間が経つと何人の生徒がいくつ

記憶することができているのかわからない。次

回の検証授業で同じ動詞を学習し，さらに定着

させることを目指したい。

また，今回はスペリングの提示はしていない

が，次回の学習ではスペリングを提示し，書く

練習を取り入れることで，これらの動詞を表現

語彙に高めることを目標にする。

イ＜検証授業２（12月実施）＞

(ァ) 題材名

Program８ Ｅメールを書こう

(ィ）本時の指導

10月に実施した検証授業で取り扱った，生徒

にとって身近な10パターンの動詞を繰り返し学

習することで，連語の定着を確実なものにする

ことを目指した。

まずは復習のため，教師のモデル発音に続け

て繰り返し発音練習を行った。（ステップ２

�）

次に，これらの動詞を用いて，本時の新出言

語材料のドリル練習を行い，その後，自己表現

練習を行った。（ステップ２�）

さらに，今回は書く練習を取り入れた。資料

－12のように，ワークシートに練習できるスペ

ースを作り，一語につき最低５回ずつ書いてく

ることを宿題にし，それらを次の時間に集め，

点検して返した。（ステップ２�）
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資料－12 ワークシート

（ゥ）考察

生徒のアンケートの結果から，資料－13のよ

うな結果が得られた。

資料13－生徒のアンケート集計結果�

１．10個の動詞を今回も学習しました。連語の意味を前

回よりしっかり覚えることができたと思いますか。

はい・・・・・・・・３２人

いいえ・・・・・・・ ０人

その他・・・・・・・ １人

２．10個の動詞の発音ができるようになりましたか。

完璧・・・・・・・・３３人

少し自信がない・・・ ０人

３．10個の動詞を英語で書くことができますか。

完璧・・・・・・・・・１６人

ほとんど書ける・・・・１０人

少し自信がない・・・・ ５人

まったく自信がない・・ ２人

前回と今回の授業で連語の意味とその発音を

定着させることは，ほぼできたと言える。時間

が経過すると記憶が曖昧になることもあるが，

生徒の学習段階に適した連語であれば，容易に

記憶を呼び起こし，定着させることができるこ

とがわかった。

また，今回の学習ではスペリングを提示し，

書く練習を取り入れることで，これらの動詞を

表現語彙に高めることを目標とした。アンケー

トの結果からわかるように，しっかり覚えて，

書けるようになったと答えた生徒は半分しかい

なかった。このことから発音や意味を覚えるこ

とより，書けるようになることの方が生徒にと

って困難であることがわかった。来月（１月）

に行うテストでは，書く力を検証する。

ウ＜検証授業３（1月実施）＞

(ァ) 題材名

Progaram９ 手紙をもらってうれしいな

（ィ）本時の指導

前回行った検証授業では，動詞のスペリング

を提示し，書く練習を行った。

今回はそれらの動詞の音読練習を行い，意味

を確認した後，学習した10個の連語について，

日本語から英語に直すテストを行った。（ステ

ップ３�）

(ゥ）考察

今回のテスト結果は資料－14のようになった。

資料14－テスト結果

～ テストの結果（10問出題）～

全問正解・・・・・７人

８，９点・・・・１３人

５～６点・・・・・９人

５点以下・・・・・４人

繰り返し学習した連語なので全問正解者，ま

たは８，９点得点者が日頃行っているテストの

２倍位でた。このことから，連語を繰り返し学

習することで，書く力を定着させることができ

ることがわかった。
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資料－15 学習指導案＜検証授業２(12月実施)＞

第�章 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本年度は語彙力を育てる英語科学習指導とい

う主題で研究を行った。

英語を使ってコミュニケーションを図るため

には，語彙力を身につけることが必要である。

(1) 学習する語彙の選択について

語彙を選択する際には，生徒の学習段階や語

彙の使用頻度などを考慮し，既習の語彙ではな

くても必要があれば指導した。また，教科書に

出てくる基本語以外でも生徒が知りたいと思う

単語・連語であれば学習支援を行ない，それらを

用いて自己表現できるように指導した。それらは，

生徒の実態を考えながら，ぜひ定着させたいもの

と重要性が低いものを区別しながら学習を進めた。

定着させたいと考えたものでも，理解語彙と表現

語彙とに区別した。学習後，生徒に，追加して学

習する基本語について難しく感じたか質問したと

ころ，ほとんどの生徒が「特別難しく感じること

はなかった。」「問題なく覚えることができ

た。」と答えた。このように，生徒の興味や実態

を踏まえ，学習する語彙を選択したことで，生徒

のコミュニケーション活動の幅を広げることがで

きた。

(2) 語彙の指導方法についての工夫

従来，新出単語を指導する際にはフラッシュカ

ードを用い，文字を見せてから指導を始めること

が多かった。だが今回は，１年生は英語学習の入

門期にあたることを考慮し，新出単語・連語を指

導する際，ジェスチャーや絵を提示し，それらに

対する興味を喚起したり，可能であれば現物等を

提示するなどの工夫をした。その後，それらの発

音練習を行い，スペリングを提示し，書く練習を

するという流れで指導した。さらに，同じ単語・

連語を１ヵ月位の期間を置いて繰り返し指導する

ことで，より定着させることができるのではない

かと考え，今回は３ステップに分け，段階を追っ

て指導した。

その結果、生徒からは「絵やジェスチャーを思
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い出したら単語（連語）が浮かんだ。」「これま

でよりも楽しく学習できた。」「繰り返し学習し

たので覚えることができた。」などの意見がでた。

このように，導入方法を工夫し，繰り返し指導す

ることで，語彙力を育てることができることがわ

かった。

２ 今後の課題

○ 語彙学習指導の年間計画の作成

○ 単語・連語の書く力を育てるための学習

指導方法の在り方
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